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・５年前も「現住所」に住んでいた人の割合は、全国３番目の高さ。 

・移動人口のうち、同じ市町内で移動した人が最も多く、次いで県内の他市町から、

県外から、の順となっている。 
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図１ 「5年前の常住地」からの移動状況別人口の割合（福井県：平成22年）
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図２ 「5年前の常住地」からの移動状況別 5歳以上人口の割合（福井県：平成12、22年）
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平成２２年国勢調査 人口移動集計結果（移動人口の男女・年齢等） 

福井県分の概要 

 

 人口移動集計は、５年前と現在の常住地との 地域間移動（人口移動）に関する集計であり、

「５年前の常住地」を調査する大規模調査（西暦年の末尾が０の年）のみ結果が得られます。 

（注）０～４歳については、出生後にふだん住んでいた場所を「５年前の常住地」とみなしています。前回（平成１２年）までは、５歳

以上人口を対象としていたため、時系列での比較には注意を要します。 

○ 移動…「５年前の常住地」からの移動 

 

 

 

平成２２年１０月１日現在の福井県人口のうち、５年前も「現住所」に住んでいた人は     

６５２，２９９人で、総人口に占める割合※１は８２．８％となった。各都道府県の割合を高い順でみ

ると本県は 3番目である。 

また、５年前は「現住所」以外に住んでいた人（移動人口）は１３５，０３１人で、総人口に占め

る移動人口の割合（移動率）※１は１７．２％となった。 

移動人口のうち、同じ市町村内で移動した人が６９，６９６人（移動率８．９％）で最も多く、次

いで県内の他市町村から、県外から、の順となっている。 
※１ 「５年前の常住地」が「不詳」の者を除いて算出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、５歳以上人口についてみると、前回(平成１２年)に比べて、移動人口は２３，８５２人減

少、移動率は２．３ポイント低下となった。また、同じ市町村内で移動した人は５，９５１人減少

（移動率０．４ポイント低下）、県内他市町村から移動した人は８，０５０人減少（同０．９ポイント低

下）、県外から移動した人は９，５８６人減少（同１．１ポイント低下）となった。 
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移動率は、男女とも２５～２９歳が最も高い。（男性４０．６％、女性４６．９％） 
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図３－１ 「５年前の常住地」別、年齢5歳階級別移動率（平成22年）
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図３－２ 「５年前の常住地」別、年齢5歳階級別移動率（平成22年：男性）
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図３－３ 「５年前の常住地」別、年齢5歳階級別移動率（平成22年：女性）
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年齢５歳階級別に移動率をみると、２５～２９歳が４３．７％と最も高く、次いで３０～３４歳、２０

～２４歳の順となっており、男女別にみても２５～２９歳が最も高い。 

また、２５～２９歳の移動率を「５年前の常住地」別にみると、同じ市町村内で移動した人が 

１５．６％と最も多く、次いで県外から、県内の他市町村からの順となっている。 
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図４ 「5年前の常住地」別福井県への転入者（平成22年）
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図５ 「現住所」別福井県からの転出者（平成22年）

単位:人

○ 転入者・率※２…「５年前の常住地」が福井県外で、「現住所」は福井県内 

 

平成２２年１０月１日現在の福井県人口のうち、他都道府県から転入した人（転入者）は   

３０，３４８人で、総人口に占める割合（転入率）※３は３．９％となった。各都道府県の転入率を低

い順でみると本県は７番目である。 

転入者を「５年前の常住地」別にみると、大阪府からの転入者が３,４８９人で最も多く、次いで、

石川県（３，３７２人）、愛知県（３，０３２人）の順となっている。 

転入率を年齢５歳階級でみると、２５～２９歳の層が１３．４％で最も高い。また、この層では、

大阪府からの転入者が最も多く、次いで石川県、京都府の順となっている。（図４） 

なお、５歳以上人口についてみると、転入率は３．９％で、平成 12 年の５．０％に比べて１．１

ポイント低下となった。 
※２ この記述での 「転入」には、国外からの転入を含めない。 

※３  「５年前の常住地」が「不詳」の者を除いて算出。 

 

○ 転出者・率※４…「５年前の常住地」が福井県内で、「現住所」は他都道府県 

 

「５年前の常住地」が福井県内だった人のうち、他都道府県へ転出した人（転出者）は    

３６，７６６人で、総人口に占める割合（転出率）※５は４．７％となった。各都道府県の転出率を低

い順でみると本県は８番目である。 

転出者を平成２２年 10 月 1 日現在の「現住所」別にみると、石川県への転出者が４，７３６人

で最も多く、次いで、愛知県（４，１６８人）、大阪府（３，９５３人）の順となっている。 

転出率を年齢５歳階級でみると、２０～２４歳の層の転出率が２７．５％で最も高い。また、この

層では愛知県への転出者が最も多く、次いで石川県、大阪府の順となっている。 

なお、５歳以上人口についてみると、転出率は４．７％で、平成１２年の５．７％に比べて１．０

ポイント低下となった。 
※４ 「転出」には、国外への転出は含まれない。 

※５ 「５年前の常住地」が「不詳」の者を除いて算出。 

他都道府県から転入した人の割合は、全国７番目の低さ。 

他都道府県へ転出した人の割合は、全国８番目の低さ。 
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５年前は「現住所」以外に住んでいた人の割合は、敦賀市が最も高い。 

他市区町村から転入した人の割合は、永平寺町が最も高い。 

他市区町村へ転出した人の割合は、おおい町が最も高い。 

転入超過の比率は、永平寺町が最も高い。 

○ 県内市町の状況 

 

市町村別に移動率をみると、敦賀市が２２．７％で最も高く、次いで福井市（２０．４％）、高浜

町（１８．１％）の順となっている。                                  （図５） 

 

 

 

 

市町別に転入※６率をみると、永平寺町が１２．３％で最も高く、次いで美浜町（１１．４％）、高

浜町（１０．２％）の順となっている。 

県内他市町からの転入率は、鯖江市、永平寺町および美浜町が５．８％で最も高くなってい

る。また、県外からの転入率は、高浜町が６．９％で最も高く、次いで永平寺町（６．５％）、敦賀

市（６．２％）の順となっている。                                   （図６） 
※６ この記述での 「転入」には、国外からの転入を含めない。 

 

 

 

 

市町別に転出※７率をみると、おおい町が１１．８％で最も高く、次いで美浜町（１１．５％）、高

浜町（１１．３％）の順となっている。 

県内他市町への転出率は、美浜町が７．６％で最も高く、次いで池田町（７．３％）、おおい町

（６．７％）の順となっている。また、県外への転出率は、高浜町が６．４％で最も高く、次いで敦

賀市（６．３％）、福井市（５．９％）の順となっている。                      （図７） 
※７ 「転出」には、国外への転出は含まれない。 

 

 

 

 

市町別に、転入者と転出者の差（転入超過）の各市町の総人口に対する比率（転入超過率）
※８をみると、永平寺町が２．３％で最も高く、次いで鯖江市（０．７％）、敦賀市（０．６％）の順とな

っている。低い順では、池田町が▲５．８％で最も低く、次いで大野市（▲３．６％）、勝山市  

（▲３．０％）の順となっている。                                   （図８） 
※８  「５年前の常住地」が「不詳」の者を除いて算出。 
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